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株式会社ザファーム
千葉県

６次産業化
アワード

農を基軸に観光と融合した６次産業化の新たなビジネスモデル

取組の特徴と強み
90戸超の農家が組合員となっている農事組合法人和郷園を中心とした和郷グループの一員として農園リゾートを展開し、年間
の来訪者は約20万人に上る。

地域の高齢化や休耕地が拡大していく様子を目の当たりにして一念発起。農村地域で自然、文化、交流を楽しむ滞在型余暇
活動の文化を日本に根付かせたいという構想を実現しようと、農業を中心に据えた体験型のリゾート施設運営を開始した。

全体で10haの敷地内にある農園（２ha）では、１年を通じて約50品目の野菜が作付けされている。一番人気のサービスは、
様々な季節の野菜の収穫体験。また、レストランカフェ・かりんの湯の食事処・BBQでは地元の野菜をふんだんに使った料理を
提供している。

事業者の概要・沿革
天然温泉「かりんの湯」開業
㈱和郷のTHE FARM事業部として貸農園開業
㈱ザファームを設立し、グランピングやアクティビティ運営を開始
農林漁業成長産業化ファンドによる出資支援
宿泊コテージ増設
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所在地 ： 千葉県香取市西田部1309-29

代表者 ： 代表取締役社長　武田 泰明

従業員数 ： 130名（臨時雇用含む）

売上高 ： 658百万円(2019年７月期)

事業内容 ： 宿泊業、温浴施設運営、各種農業体験等の
　　　　　サービス事業

ビジネスモデル・連携図

宿泊業では、グランピング（32棟）、コテージ（17棟）、自分でテントを持ち込めるキャンプ場を運営している。また、会議室の
施設もあり、企業・団体の研修等にも利用されている。

スタッフの適材適所への配置や、マナー教育を徹底し、利用リピート率、お客様満足度ともに高水準での運営を実現している。

取組の成果
国内の個人客だけでなくインバウンド旅行者や国内企業研修等
の誘致により、地元の交流人口の増加に貢献している。また、
2018年における施設の稼働率は73%と高い水準となっている。

今後の事業展開・現在の課題
地元の自然を財産に、田舎ならではの農業・アウトドア体験
のサービスを更に開発することでファンを増やし、持続可能
な地域活性化と地域農産物のブランド化を目指していく。

近隣のレストランや観光施設と一層連携し、地域全体の交流
人口を増やし、地方の活性化に貢献していく。

インスタグラムをはじめとしたSNSでの情報発信に力を
入れた結果、フォロワーが１万４千人を超え、地域の活性化
やブランド化に貢献している。

グランピング施設
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伊江島産小麦「江島神力」の生産・加工で島を守っていく

取組の特徴と強み
伊江島の小麦生産者16戸と「いえじま小麦生産者組合」を結成し、島内の農家から遊休農地を借りて小麦の生産を受託。伊江島産
小麦の「江島神力」を生産している。無農薬栽培に取り組むなど、安全・安心にもこだわり、2015年には沖縄で初めてとなる
1等級の小麦に選定された。

自社加工場で小麦を製粉し、小麦チップス「ケックン」を製造。また、地元の製麺企業と連携し、伊江島産小麦100%使用のそば
（小麦めん）の製造やオリオンビールとの協働による「琉球ホワイトエール」（クラフトビール）の開発も行っている。

伊江島を訪れる観光客向けに、伊江港内でレストラン「いーじま・とぅんが」を運営し、伊江島産小麦100%使用のそばを使った
沖縄そばを提供。また、地元の伊江牛や伊江島産の農産物、水産物を使った料理も提供し、地産地消にも取り組んでいる。

事業者の概要・沿革
土地改良を行い、小麦組合を立ち上げ、生産活動を開始
伊江港内にレストラン「食事処いーじまとぅんが」を開店
「株式会社いえじま家族」設立
ネットショップをオープン、伊江島産小麦チップス「ケックン」
が最良特産品優秀賞受賞
いえじま家族加工センター完成
ディスカバー農山漁村（むら）の宝優良事例選定
地産地消等優良活動表彰食料産業局長賞受賞
「ケックン」が、伊江島のリゾートホテルで、
ウェルカムサービス用菓子に採用
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所在地 ： 沖縄県国頭郡伊江村字川平200番地

代表者 ： 代表取締役社長　玉城 堅徳

従業員数 ： 21人（正社員18人、パート３人）

売上高 ： 76百万円（2018年８月期）

事業内容 ： 小麦の生産・加工、直売所の運営

ビジネスモデル・連携図

今後の事業展開・現在の課題
県内外の事業者から小麦の引き合いが強いため、作付面積を
拡大するとともに、栽培技術の統一・向上を図ることで安定
生産を目指す。

小麦チップス「ケックン」の製造が需要に追いついていない
ため、加工施設の規模を拡大し、製造体制を整えていく。
また、新商品の開発も検討。

「離島における農業体験学習」の取り組みを強化し、「農業×
観光」のみならず、食育・農業体験を組み入れた「農業×教育」
分野の確立を目指す。

取組の成果
島を守るために、小麦の生産、加工はすべて伊江島で行い、人口
約４千５百人の離島において、20名以上の雇用を創出している。

５tから始めた小麦の生産は、2016年に17t、2017年には33tに
増加し、伊江島の特産品の中で１番の売上となっている。

いえじま小麦生産者事業組合から小麦を全量買い取ることに
よって、生産者の所得安定に寄与するとともに、従来から
栽培している農作物の輪作作物として生産者の新たな収入
源になっている。
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